
あ
て
、
株
主
の
方
々
を
皮
切
り
に
配
布
・
展
開
す
る

こ
と
を
定
型
化
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

社
員
は
重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

二
〇
〇
四
年
版
、
二
〇
〇
五
年
版
、
い
ず
れ
の
展

開
に
お
い
て
も
、
特
に
注
力
し
た
の
は
、
重
要
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
一
つ
で
あ
る
社
員
へ
の
浸
透
で

あ
る
。
告
知
の
手
段
と
し
て
は
、
社
内
掲
示
ポ
ス
タ

ー
〔
写
真
参
照
〕
や
、
社
内
報
、
社
内
イ
ン
ト
ラ
ネ

ッ
ト
を
活
用
。
ポ
ス
タ
ー
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に

は
、
一
人
一
人
の
社
員
に
自
ら
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
意
味
を
か

み
締
め
咀
嚼
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
も
の
を
据
え

る
よ
う
心
掛
け
、
二
〇
〇
五
年
版
で
は
「
あ
な
た
の

そ
の
意
思
決
定
は
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

対
し
、
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
も
の
で
す
か
？
」
と

し
た
。

広
報
部
門
内
に

Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
機
能
を
設
置

さ
て
、
上
述
し
た
一
連
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
過
程
の

中
で
顕
在
化
し
て
き
た
問
題
が
、
社
内
外
か
ら
み
て
、

レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
範
疇
を
超
え
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
そ
の
も

の
の
推
進
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
セ
ン
タ
ー
機

能
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
、
本
年
二
月
の
機
関
決
定

を
経
て
、
同
四
月
付
で
レ
ポ

ー
ト
作
成
チ
ー
ム
が
発
展
す

る
よ
う
な
形
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
チ
ー

ム
が
発
足
、
そ
し
て
、
こ
の

チ
ー
ム
と
、
従
来
か
ら
あ
る

社
会
貢
献
チ
ー
ム
の
二
チ
ー

ム
か
ら
構
成
さ
れ
る
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
オ
フ
ィ
ス
を
新

設
し
、
そ
の
責
任
者
に
は
、

Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
直
接
レ
ポ
ー
ト
す

る
立
場
に
あ
る
広
報
部
門
担

当
の
役
員
を
据
え
た
。
Ｃ
Ｓ

Ｒ
チ
ー
ム
で
は
、
既
存
の
Ｃ

Ｓ
Ｒ
関
係
組
織
で
あ
る
、
環

境
・
安
全
部
門
、
品
質
部
門
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

委
員
会
、
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
人
事
部
門
、

購
買
部
門
、
法
務
部
門
等
や
、
国
内
外
の
関
係
各
社

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
や
、
方
針
策
定
を
担
っ
て
い
く
。

最
後
に
当
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
事
例
の
中
か
ら
、
特
徴
的

と
思
わ
れ
る
も
の
を
一
つ
二
つ
、
ご
紹
介
し
た
い
。

・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ

ス
の
設
置

二
〇
〇
四
年
十
月
に
、
社
員
の
多
様
性
を
推
進
す

る
部
署
と
し
て
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
」
を
設
置
し
た
。
性
別
、
国
籍
、

人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
価
値
観
の
多
様
性
を
尊
重
し
、

よ
り
高
い
価
値
を
生
み
出
す
会
社
組
織
と
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
同
部
署
は
、
多
様
性
を
ビ
ジ

ネ
ス
戦
略
上
の
必
須
条
件
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
く
、

Ｃ
Ｏ
Ｏ（
最
高
執
行
責
任
者
）を
議
長
と
す
る
委
員
会

に
直
結
さ
せ
て
い
る
。

・
回
転
扉
の
事
故
検
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

二
〇
〇
四
年
に
東
京
・
六
本
木
の
高
層
ビ
ル
で
お

こ
っ
た
痛
ま
し
い
回
転
扉
事
故
。
こ
の
事
故
の
原
因

究
明
に
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
し
て
安
全
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
経
験
が
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
開
発
部
門
の
社
員
が
、
社
外
の
事
故
検
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
。
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
用
し
た

実
証
実
験
等
に
お
い
て
、
車
両
の
衝
突
安
全
実
験
の

ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
提
供
し
た
。
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Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
企
業
活
動
そ
の
も
の

当
社
の
推
進
体
制
を
ご
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
そ

の
前
提
と
し
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
捉
え
方
を
整
理
し
て
お

き
た
い
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
「
企
業
活
動
そ
の
も
の
」
と
よ

く
言
わ
れ
る
。
誠
に
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

と
い
う
概
念
を
分
解
し
て
、
一
つ
下
の
階
層
に
い
く

と
、
そ
こ
に
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

環
境
へ
の
配
慮
、
安
全
・
品
質
、
適
正
な
収
益
の
確

保
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
…
…
な
ど
、
企
業
活
動
自

体
を
構
成
す
る
数
多
く
の
概
念
や
取
り
組
み
が
あ
る
。

こ
れ
ら
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
基
本
骨
格
た
る
各
種
構
成
要
素
は
、

実
は
多
く
の
企
業
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
に
お
い
て

脈
々
と
築
き
あ
げ
て
き
て
い
る
も
の
と
認
識
す
る
。

つ
ま
り
は
、
誤
解
を
恐
れ
ず
極
論
を
言
え
ば
、
新
し

い
の
は
、
そ
れ
ら
を
包
括
し
、
ト
ー
タ
ル
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
し
た
上
で
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
名

を
冠
し
て
い
る
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
少
し
付
け
加
え

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
会
社
を
評
価

す
る
新
た
な
切
り
口
と
し
て
、
徐
々
に
そ
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
高
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

き
っ
か
け
は
ト
ッ
プ
の
声

当
社
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
い
う
言
葉
が
比
較
的

頻
繁
に
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇

三
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。
き
っ
か
け
は
、
経
営

ト
ッ
プ
よ
り
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ポ
ー
ト
」
の

発
行
を
広
報
部
門
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
。
広
報
部
門

に
託
さ
れ
た
背
景
は
、
�
同
レ
ポ
ー
ト
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
、
�
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
構

成
要
素
で
あ
る
「
株
主
や
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」、「
社
会
貢
献
活
動
」
を
推
進
す
る
部
隊
が

広
報
部
門
内
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
と
や
や
重

複
す
る
が
、
�
広
報
部
門
が
一
番
幅
広
く
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
接
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、

今
と
な
っ
て
は
こ
れ
ら
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
推

察
す
る
。
レ
ポ
ー
ト
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
広
報
部

門
内
の
各
課
―
―
社
会
貢
献
、
企
業
広
報
、
社
内
広

報
、
Ｉ
Ｒ
―
―
、
そ
し
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
オ
フ
ィ
ス（
一

般
で
い
う
社
長
室
）か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
国
内
外
各
拠

点
へ
の
社
内
取
材
を
軸
に
編
集
作
業
を
積
み
重
ね
て
、

昨
秋
に
二
〇
〇
四
年
版
と
し
て
初
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
レ
ポ
ー
ト
を
発
行
し
た
。
発
行
日
に
は
、
中
間

決
算
発
表
日
を
選
び
、
社
長
自
ら
発
行
の
告
知
を
行

い
、
マ
ス
コ
ミ
、
ア
ナ
リ
ス
ト
へ
の
配
布
を
行
っ
た
。

以
後
、
社
内
外
の
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
配
布

を
行
っ
て
き
て
い
る
。
続
い
て
今
年
の
六
月
に
第
二

版
と
し
て
二
〇
〇
五
年
版
を
発
行
す
る
に
至
る
。
今

年
は
、
そ
の
発
行
日
に
株
主
総
会
日
を
選
び
、
同
じ

く
社
長
か
ら
の
告
知
を
行
っ
た
上
で
、
約
一
七
〇
〇

名
の
株
主
の
方
々
に
レ
ポ
ー
ト
を
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
い
た
。
来
年
以
降
も
、
株
主
総
会
日
を
発
行
日
に

菅

慶
太
郎

す
が

け
い
た
ろ
う

CSR わが社の取り組み

持
続
的
な
利
益
あ
る
成
長
へ
向
け
て

〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
に
社
内
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
力
を
強
化
す
る
〜

日
産
自
動
車
グ
ロ
ー
バ
ル
広
報
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
Ｉ
Ｒ
本
部
課
長
代
理

経済Trend 622005・8


